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1.4GHz帯観測により得られたCrabパルサー巨大電波パルスの放射エネ
ルギーの評価
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Crabパルサーでは、通常の強度の数千倍以上にも達する巨大電波パルス (Giant Radio Pulse, GRP)が観測さ
れる。本研究ではこのGRPについて、放射エネルギーの評価から議論を行う。
我々は、2010年 12月 5日の NICT鹿島 34mパラボラアンテナによる Crabパルサー 1.4GHz帯電波観測デー

タの解析の結果、ピークでのフラックス密度が 3.2MJyに達するGRPを発見した。この輝度温度は∼ 1037Kに
達し、過去に報告されている Crabパルサー GRPの最大の輝度温度 (Hankins et al. 2003)に匹敵する。また、
GRPの頻度分布が過去の我々の観測で得られた分布 (指数-2.7のべき分布)と同じであると仮定すると、上述の
GRPは数年に 1回のイベントとなる。本講演ではまず、これらの観測結果を紹介する。
また、GRPが他の波長帯の放射に影響を与える可能性が、観測的 (例えば、Shearer et al. 2003)、理論的 (例

えば、Petrova 2009)に示唆されている。本講演では、放射エネルギーの比較から、今回の観測で得られた非常に
強いGRPが他の波長帯の放射に与える影響について議論を行う。


